
   
津市産業・スポーツセンター建築工事の 
入札経緯と今後の対応について 

平成２５年１１月２１日 



   

１回目の入札状況 
項目 内容 

公告日 平成２５年６月１７日 

工事名 
（仮称）津市産業・スポーツ 

センター建築工事 

予定価格 
（税抜き） 

56億2,282万8千円 

工期 ８１０日 

開札予定日 平成２５年８月２日 

消費税及び 
地方消費税 

５％ 

特定建設工事
共同企業体 
（JV）構成員数 

４者（うち市内本店２者） 

丌調要因の 
検証結果 

 特定建設工事共同企業体（ＪＶ）の 
 構成条件と参加資格要件の設定 

 全国的な建設事業の増加により建設 
 資材の取引価格等が高騰 

 建設需要の急増により受注余力が低下  

 長期の工事期間における、資材価格の 
 変動や労働力の確保に対する懸念 

対応策 

 ＪＶ構成及び参加資格要件の見直し 

 最新資材単価に見直し 

 一部工事を分離 

入札参加者が無く、入札を中止（８月１日） 

   ２回目の入札を実施 



   

１回目の入札 ２回目の入札 

特定建設工事
共同企業体 
（JV）構成員数 

４者 
 （うち市内本店２者）  

２者 
（うち市内本店１者）  

入札に参加しやすい 
構成員数に変更  

工期   ８１０日  ７７０日  ４０日間 減  

予定価格 
 （税抜き）  

56億2,282万8千円 54億4,164万9千円 

単価見直しによる増額及び 
工事の分離による減額 
（1億8,117万9千円減） 

 

《分離した工事内容 》 
 メッセウイング・みえ 

改修工事等  

消費税及び 
地方消費税  

５％ ８％ 
消費税及び地方消費税法 

の改正のため  

入札の変更点と２回目の入札状況 

   
平成２５年９月３０日に公告し、１１月１２日付けで開札を予定 
していたが、  入札参加者が無く、入札を中止（11月11日） 



   

   

   

   

全国的な建設事業の増加により建設資材の 
取引価格や労務費が更に高騰 

建設需要の急増により受注余力が更に低下 

長期の工事期間における、資材価格の変動や 
労働力の確保に対する懸念が継続 

設計業者による再設計（再積算）と第三者機関に
よるチェックが必要 

２回目入札の丌調要因と今後の対応の必要性 

！ 

！ 

！ 



３回目入札に向けての取り組み 

      

   

現在 継続費（平成２５～２７年度） 
予定 継続費（平成２６～２８年度） 
上記見直し及び確認等を経て、あらためて継続費を３月議会に提案 
（併せて現在の継続費を廃止） 

   予算措置 

取組① 再設計（計画通知の変更が丌要な範囲）、再積算による見直し
を実施 

      取組② 第三者機関（（公財）三重県建設技術センター（予定））による
積算内容の確認 

      取組③ 施設供用開始を半年程度延期 

      取組④ 全国における同様の丌調事例も更に分析し、他の対処方法があれば検討 

   
合併特例事業債の対象事業であり、期間延長手続きにより、同事業債
の対象として財源確保を予定    財源対応 



平成２５年１１月２１日 

がん検診の受診機会を拡大 
～平成２６年３月まで受診できます～ 



がん検診受診の現状 

平成24年度まで 平成25年度から 国の目標値に対し、がん検診の受診率が低迷 

検診の種別 国の目標値  平成２４年度受診率 

 胃がん検診   ４０％  ２５．３％ 

 肺がん検診   ４０％  ３４．８％ 

 大腸がん検診   ４０％  ３２．０％ 

 前立腺がん検診  ・・・・   ３１．７％ 

 乳がん検診   ５０％  ２０．６％ 

 子宮がん検診   ５０％  ２０．９％ 

！ 



がん検診の受診期間を延長 

乳がん検診 
子宮がん検診 

個別検診 

胃がん検診 
肺がん検診 
大腸がん検診 
前立腺がん検診 

集団検診 
 

平成２４年度まで 平成２５年度から 

７月～１２月 

７月～１１月 

７月～翌年２月 

７月～ 
翌年３月 

検診区分・種別 

   

集団検診の平成２６年１月～３月分は検診事業所で 
 平成２５年１１月２６日(火)   から電話予約を開始 



がん検診受診枠の拡大 

平成24年度まで 平成25年度から 
検診の種別 

平成25年度 
受診枠  

対前年度比 
増加人数 

 胃がん検診    24,900人分    約3,400人分 

 肺がん検診    34,200人分    約4,600人分 

 大腸がん検診    31,900人分    約4,700人分 

 前立腺がん検診     1,540人分       約130人分 

 乳がん検診    11,980人分       約300人分 

 子宮がん検診    14,600人分    約1,020人分 

計  119,120人分  約14,150人分 

受
診
枠
の
拡
大 



平成２５年度の受診状況（平成25年10月末現在） 

平成25年度から 

検診の種別 受診者数（受診率） 残り受診枠 

 胃がん検診  １３,０５０人（１５.３％）    １１,８５０人分 

 肺がん検診  ２０,３９２人（２４.０％）    １３,８０８人分 

 大腸がん検診  １８,０８６人（２１.３％）    １３,８１４人分 

 前立腺がん検診     ９９９人（２２.４％）       ５４１人分 

 乳がん検診   ６,９５５人（１２.２％）      ５,０２５人分 

 子宮がん検診   ８,１４４人（１２.５％）     ６,４５６人分 



個別・集団検診を選択 

   
希望の医療機関へ 
直接電話予約 

個別検診 集団検診 

   
希望の会場・日程を選び 
検診事業所へ電話予約 

   体調を整えて、予約日に受診 

検診対象者 

津市 

受診券送付 

申し込みから受診までの流れ 


